
















































Department of Physiology, Okayama University Graduate School of Medicine, Dentistry and 
Pharmaceutical Sciences










Fujimura A, Michiue H, Cheng Y, Uneda A, Tani Y, Nishiki T, Ichikawa T, Wei FY, Tomizawa K, Matsui H : Cyclin G2 
promotes hypoxia-driven local invasion of glioblastoma by orchestrating cytoskeletal dynamics. Neoplasia (2013) 15, 1272-1281.



















ことは，Cyclin G2がCortactin の機能あるいは ruffle
集積に重要であることを示している．















　Cyclin G2は図Ｃで示した通り，SH2 domain-binding 
motif および SH3 domain-binding motif を有すると予
測されている．前者は SFKなどの SH2 domain を有す



















































合し膜近傍へ集積する．③ Cortactin が膜近傍で SFK
によりチロシンリン酸化されることで ruffle 形成を促
進する．一連の過程においてCyclin G2は SFKと





胞の浸潤には SFKによる Cortactin のチロシンリン
酸化が深く関与しており，このリン酸化はDasatinib
によって抑制されることがわかる．実際にDasatinib
は Cyclin G2によって誘導される細胞移動を in vitro
で抑制し，低酸素によって誘導されるGBM細胞の脳
内浸潤を in vivo で抑制することがわかった（受賞論
文参照）．これらの知見はGBM制圧に向けた戦略を立
てる際の選択肢を拡げることに寄与すると思われる．
今後の展開ならびに展望
　Cyclin G2の機能はまだまだ不明な点が多い．その
名の通り，細胞周期関連因子として同定されたCyclin 
G2であるが，筆者らの論文やその他の既報で示唆され
ている通り，細胞骨格にも影響を与えている．今後の
研究としては，Cortactin との関連の他に，Dynamin
との相互作用についても解析する余地があるように思
われる．また，脳腫瘍以外においてもCyclin G2の細
胞周期以外の報告が増えてきている．我々が，細胞周
期のみに関連する遺伝して考えていた概念を根本的に
覆すものと思われる．今後，このような他の機能とし
て同定されていた遺伝子の新たな働きを発見すること
により，GBMの新たな治療へと発展させていきたい
と思う．
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